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 [Windows ファイアウォール]の設定で、java.exe を例外扱いにする 

①  コントロールパネル⇒システムとセキュリティをクリックしてください。 

 

② Windows ファイアウォール⇒「Windows ファイアウォールによるアプリケーションの許可」へ

アクセスしてください。 

 

③ 「設定の変更（N）」をクリックし、設定の変更を可能にしてください。 

 

④ 「許可されたアプリおよび機能」内に java がない場合「別のアプリの許可（R）」を 

クリックし追加してください 
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⑤ アプリの中に「java」がなければ「参照」から追加します。 

 

⑥ 発展会計の中の java.exe を選択⇒「開く」ボタンをクリックします。 

C:\HATTENKAIKEI2\Java\Update\JRE_0006_1.8.0_60\bin\java.exe 

 

⑦ アップデート不良により、上記が生成されない場合、下記を選択します。 

C:\HATTENKAIKEI2\Java\Base\bin\java.exe 
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⑧ アプリの中に java が追加されますので「追加」ボタンにて追加してください。 

 

⑨ 「許可されたアプリ及び機能」の中に「java」が追加されました。 

「ドメイン」「プライベート」「パブリック」すべてにチェックをし、「ＯＫ」で画面を閉じます。 

 

 

設定は以上です。 


